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研究成果の概要（和文）：ヒューマノイド音声対話システムの実現に向けた話し言葉音声合成の

ための基盤技術として、(1)統計モデルに基づく話し言葉音声合成の検討、(2)統計モデルに基

づく不特定話者声質変換の検討、(3)音声合成における音韻・韻律コンテキストの詳細な評価、

を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：Two novel techniques and an investigation were presented that is 
key technologies of speech synthesis for the development of humanoid spoken dialog system 
as follows. (1) Spontaneous speech synthesis based on statistical parametric modeling 
(2) Speaker-independent voice conversion based on statistical parametric modeling. (3) 
Investigation of phonetic and prosodic contextual factors in speech synthesis. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 音声合成は人間をサポートするロボッ
トなどの実現のための重要な基盤要素技術
の一つである。しかし、現在実用化されてい
るシステムは読み上げ調の音声のみしか出
力できないものが大半である．ユーザにとっ
てより自然で違和感のない音声対話インタ
ーフェースを実現するためには，感情などの
多様な表現を含んだ合成音声の生成が必須
である。 
 
(2) このような背景を受け、研究代表者らは

これまでに，感情や発話様式を柔軟に制御可
能な統計モデルに基づいた音声合成手法を
提案し，プロのナレータによる模擬感情音声
を対象としてその有効性の高さを示してき
た。 
 
２．研究の目的 
本研究では、新たにより自発性の高い話し言
葉音声についても対象とし、より多様な合成
音声の生成を目的とし、以下の３点について
検討を行う。 
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(a) 話し言葉音声の自然性の向上：話し言葉
音声は従来整備されてきたナレータの音声
に比べて統計モデルの学習・合成音声の生成
に必要なラベル情報の付与が難しく特定話
者の大量の音声データを準備することが容
易ではない。このような場合に少量の学習デ
ータのみで自然性の高い手法を検討する。 
 
(b) 話者性の多様化：従来の波形接続型の合
成方式では大量の音声データを用いるため
明瞭で自然な音声を生成できるが、一方で話
者の数を増やすことが困難である。この問題
に声質変換のアプローチで取り組む。 
 
(c) 韻律コンテキストの分析：統計モデルに
基づく合成方式ではアクセントや形態素な
どの様々な韻律情報をコンテキストとして
考慮する。これらが合成音声の品質に寄与し
ているかを調べ、より適切なコンテキストを
検討する。 
 
３．研究の方法 
(a) 話し言葉音声の自然性の向上：限られた
音声データのみから自然性の高い合成音声
を生成するために、平均声と話者適応に基づ
く手法を導入する。この手法ではあらかじめ
整備されているプロのナレータによる大量
の音声データにより学習した統計モデルを
事前知識とし、それに対して話者適応による
パラメータ変換を行うことで目標話者の音
声データがごく少量の場合でも自然性の高
い合成音声を得ることができる。 
 
(b) 話者性の多様化：目標話者の少量の音声
データのみを用いて精度良く声質変換を行
うために、隠れマルコフモデル（HMM）に基
づく手法について検討を行う。HMM では音声
のスペクトル特徴だけでなく、時間的な変化
も同時にモデル化を行うことができ、従来の
混合ガウス分布に基づく手法に比べ、より話
者性の変換性能が向上することが期待でき
る。 
 
(c) 韻律コンテキストの分析：具体的な韻律
コンテキストとして形態素、アクセント、呼
気段落情報、文長のそれぞれに対し、モデル
の学習に用いた場合とそうでない場合につ
いて客観および主観評価実験を行う。 
 
４．研究成果 
(a) 話し言葉音声の自然性の向上：整備され
ているプロのナレータ音声と一般話者によ
る少量の話し言葉音声の両方を最大限に活
用できる手法として二段階モデル適応を用
いた手法を提案した。これによりごく限られ
た目標話者の音声のみでその話者の話し言
葉音声を合成することができ、様々な話者の

声を容易に作成することが可能となった。 
 
(b) 話者性の多様化：元話者音声に対して不
特定話者モデルを導入したことで、従来必須
であった元話者音声を用いることなく、任意
の話者への声質変換を実現した。また発話毎
に適応的に量子化された基本周波数情報を
モデルの学習および変換に利用することで、
声の高さおよびその変化に現れる個人性に
ついても適切に変換を行えるようになった。 
 
(c) 韻律コンテキストの分析：客観評価によ
り考えうるすべての要因の組み合わせをそ
れぞれコンテキストとしてモデルを学習し、
各要因の寄与度を調べた。その結果に基づき
従来に比べてよりコンパクトなコンテキス
トセットを提案し、それを用いた場合でも従
来と同程度の品質の合成音声が生成可能で
あることを主観評価により示した。 
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